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外部ファイルサーバーを利用した協同作業空間の利用
金子　尚弘
序
　平成19年版私立大学情報教育協会発行の「私
立大学教員の授業改善白書」によれば、19年度
のアンケート調査によって、大学教員の60％以
上が授業に何らかの形でICT（Information and 
Communication Technology）を使っているが、
まだ自分が望むようには使い切れていないこと、
さらに大学全体の基盤を必要とするeLearningの
ような使い方ができていないことが分かったとい
う。また、同年、メディア教育開発センターから
出版された「eラーニング等のICTを活用した教
育に関する調査報告書（2008年度）」に於いては、
ICT導入が伸び悩んでいる理由のトップに「実技
科目等、ICT活用教育になじまない授業が多いか
ら」が挙げられている。ICT活用教育を導入して
いる大学でも、ICT活用教育実施の課題として「シ
ステムやコンテンツを作成、維持するための人員
や資金が不足していること」、「教員のICT活用教
育に関するスキルが不十分であること」、「ｅラー
ニング講義（授業を含む）のシステム開発に関す
るノウハウが不十分であること」が挙げられてい
る。これらの調査結果から、ICTの活用が個人的
なレベルで終わっているため、eLearning、LMS
（Learning Management System）など、組織全
体が協調して進めるICT導入計画が進んでいない
ことが伺える。実際、教材の作製を含め、ネット
ワーク上のファイルサーバーやeLearning 管理
システムなどの整備が進んでいるのは、ごく限ら
れた大学でしかないことはよく知られている。特
にeLearningの運営基盤となるICT システムとし
て、学習基盤システム，学習管理システム（LMS）、
コース管理システム（CMS）、仮想学習環境（VLE）
など多層の機能を構築している大学は多くはな
い。
　一方、ここ数年、本学学生の携帯電話所有率は
ほぼ100%である。このような状況から、メーリ
ングリストによるグループ分割も併用し、携帯電
話を準公式の方法として双方向の連絡に用いる大
学が多くなった。このような状況と並行して、大
学生のパソコン自己所有率は70%から80％と低迷
している。今日の高等教育がICTを駆使しようと
している状況では、100％の保有率が望ましいが、
教える側と教わる側の足並みが揃わないのであ
る。また、パソコン自己所有率は大学間の差が大
きいと云われている。大学の教育方法、教育環境
の影響が大きいのである。一体、高等教育におけ
るICTリテラシーは、どの程度要求されるべきで
あろうか。初等教育、中等教育における情報処理
教育との連続の中で、大学における情報処理教育
およびICT環境を検討する必要があるであろう。
　現在、本学における情報処理教育は、メール、
WEB閲覧を中心としたネットワークの利用、ワー
プロや表計算のスキル等が主たる内容である。本
来、これらのスキルは、各自が「学習の基本的技
能」として習得しておかなくてはならないもので
ある。しかし現実には、多くの学生が、携帯電話
を使いこなしているにも拘わらず、パソコンは初
歩的な段階から習得しなければならない状況なの
である。
　このような基本的技能であり、個人差の大きい
ものこそ、到達度に合わせた学習支援と、特定の
授業科目に固定しないカリキュラム構造が必要な
のである。ワープロやネットワークの利用を学習
技術として位置づけることによって、学習実践の
場でスキルを獲得することができるのである。例
えば、大学における全てのレポート課題をWEB
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上で確認し、自宅のパソコンを使ってワープロで
書き、ネットワークを用いて提出するようにすれ
ば、自然に、ワープロや表計算の技能が身につ
き、「情報処理」の授業では、初等教育、中等教
育で扱われる情報倫理や、より高度な情報処理技
術やシステムの諸問題へと進むことができるので
ある。実際、企業と異なり、保育や福祉など、規
模の小さな分野では、現場でのICTの習得を期待
することはできない。公立の教育現場であっても、
ICT教育にかける時間は多くはない。学部教育の
中で、十分なスキルとコンピテンシーの教育が必
要なのである。特に、教育場面においては、ICT
スキルと共に、教育の中に活かすというコンピテ
ンシーが求められるのである。
イントラネットから外部ネットワークへ
　小規模の大学でICT環境を整備するためには、
設備投資、管理等の人的資源の維持など、多く
の課題がある。近年、そのような課題を解決す
るために提案されているのが、外部サーバーや
ストレージサービス、ASP（Application Service 
Provider)、クラウドコンピューティングである。
クラウドコンピューティングの定義は定まらな
いが、既に多くのユーザーが意識することなく、
GmailやYahooMail,Hotmailとして、一種のクラ
ウドを使っているのである。
　最近は、企業の経費削減のため、またモバイル
コンピューティングが普及したため、多くのユー
ザーが外部サーバーサービスを使用している。外
部サーバー利用とは、サービス業者と契約して、
一定量のファイルスペースを使う権利を得、その
ファイル管理を委託する方法である。もっとも単
純な構成は、ネットワークアタッチトストレージ
（Network Attached Storage）であり、ネットワー
クに直接接続して、契約者のみが使用できるファ
イルサーバーが提供される。更に、ファイルの出
し入れだけではなく、メールやその他のアプリ
ケーションプログラム、特に、企業であればホー
ムページやオンラインショッピングのサービス、
教育であればeLearningのシステムを提供する業
者がASPである。
　業務内容の分類として、次のような分け方をす
る場合がある。
HaaS（Hardware as a Service） 
　サーバーやストレージ（磁気ディスク）の時間
貸し。代表的なものは、電子メールや画像データ
などを、サービス提供業者側で保管しておく形態
がある。仮想化技術を活用して、資源をダイナミッ
クに変動することができるのも特徴である。 
SaaS（Software as a Service） 
　サービス提供業者が用意した業務単位の標準的
な情報システム（サービス）をサービス利用者か
らインターネットを介して利用する形態。利用者
数や利用頻度で課金される。SaaSは、クラウド
コンピューティングの中心になるもので、狭義の
クラウドコンピューティングである。 
PaaS（Platform as a Service）
　従来、利用者のパソコンにインストールして利
用していた表計算ソフトやワープロソフトなど
を、インターネットで使えるようにする。現在で
は、これが発展して、情報システムの開発環境も
提供するようになった。システム開発者は、イン
ターネットで提供されるOS、データベースや通
信などの共通ソフトウェア、サービス提供業者提
供の標準的な情報システムを組み合わせて、独自
の情報システムを構築できる。PaaSが提供され
ているかどうかが、単に固定したソフトウェアを
提供しているASPとSaaSの違いとも言える。
　このようなネットワーク上のサービスを使うメ
リットには次の４つがある。
①USBやポータブルHDDを持ち歩かなくても、
ネットワークに接続すれば、グループあるいは
自分のデータを取得、更新できる。データの一
元管理のメリットは、どのPCを利用している
場合でも、ファイルを常にオンラインストレー
ジへ保存しておけば、バージョンの違いに悩ま
されることもない。 
②大容量のファイル転送の際に、直接相手に送ら
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ず、先方と共有するネットワーク上の外部ファ
イルサーバーに置いておくことができる。この
ようなデータの共有は、協調学習に用いられる。
レポート課題や、討論で使用するプレゼンテー
ションファイルをゼミの数人が協同で完成させ
ることも可能である。
③ファイルサーバー機器のメンテナンスをする必
要が無い。個人ユーザーのレベルで実現できな
いことはないが、時間と費用がかかる。既存の
オンラインストレージサービスであれば、常に
安全な状態に保ってくれる。
④バックアップなどの体制が整っており、データ
の堅牢性が保てる。これらのオンラインスト
レージサービスでは、サーバーの設備を重複さ
せて、万が一壊れてもデータが失われたり長期
間アクセス不能になるのを防ぐ仕組みが整って
いる。この「冗長化」は、個人ユーザーで行う
のはなかなか難しい。　
　また、異なった場所にあるファイルの同期機
能と同時に、リビジョン管理機能があり、古い
バージョンのファイルも消されずに残っている
ので、回復することが可能である。 
　以上４つの中で、メモリーを持ち歩かなくても、
どのコンピュータからでも自分のデータを取得、
更新できるメリットは大きい。また、グループで
の協同作業を可能とするなど、ネットワークの高
速化に伴って、その利便性は急速に高まっている。
利用可能なサーバー提供の現状
　現在、中小を含めて多くの業者がネットワーク
上のストレージサービスを提供している。次によ
く知られている業者のサービスを列挙する。他に
も、インターネットの世界らしく国内外の多くの
業者が参入している。
BIZBOX ―東芝ファイナンス(法人向け）―
cocoaギガストレージ
 ―NTTコミュニケーションズ(法人向け）― 
InternetDisk ASP
  ―ジャストシステム(法人向け）―
Googleドキュメント ―Google―
InternetDisk ―ジャストシステム―
Windows Live SkyDrive ―Microsoft―
Yahoo!ブリーフケース ―Yahoo!―
MobileMe iDisk ―アップル―
Share IT ! Fits
 ―ソフトバンク・テクノロジー―
Dropbox ―Dropbox,Inc.―
　勿論、課題がないと言うことではない。外部
サーバーを利用することは危険でもある。大きな
法人が契約するようなサービスでは問題は少ない
が、ユーザーがコストを低減させるために契約す
るような場合には、サービス提供者がコスト削減
のために取る処置に注意する必要がある。ネット
ワークのスピードと利用者の数、サーバーのバッ
クアップ機器体制、機密の保持、サーバーの設置
してある国などである。
　サーバー提供の技術は年々進歩している。特
に、ハードウェアを複数のユーザーが共有する際
の「仮想化」技術の進歩は目覚ましい。仮想化の
基本的な機能はパーティショニング、隔離、カプ
セル化であるという。
　パーティショニングは、仮想化の技術によって、
１台のハードウェアを分割し、同時に複数の仮想
マシンの実行を可能とすることである。分割され
た仮想マシンが全て同じように稼働していないと
いう事実を利用している。これはタイムシェアリ
ングの考えを発展させ、実行中の仮想マシン間で、
LinuxとWindows といったOSまで切り替えてい
るのである。
　隔離は、同じハードウェア上で稼働している他
のユーザー所有の仮想マシンを、それぞれ完全に
独立、隔離することである。いずれかの仮想マシ
ンで生じたクラッシュやウイルスあるいはワーム
感染から他の仮想マシンを守ることができる。
　カプセル化は、仮想マシンのハードウェア構成
やBIOS構成など、全てを保存することである。
規模こそ違え、いわゆるリカバリーディスクを常
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時作ることである。この結果、保存された仮想マ
シン全体を移動することができる。
　しかし、それでも無償提供されるサービスの場
合、サーバーの物理的、電気的堅牢性に問題が生
じてデータが消失しても保障されることは無い。
また、サーバーの設置場所が外国の場合には、設
置場所の国内法が適用されることになる。これら
のメリットとデメリットを承知した上で、外部
サーバーを活用する必要がある。
小規模な大学における外部サーバー利用のメリッ
ト
　ICT環境の構築が行き詰まっているような大学
においては、外部サーバーを利用するメリットは
大きい。学生や教員がイントラネット外にいても、
協同空間を利用して、あたかも同一のネットワー
ク上で協同作業ができるからである。従来、ネッ
トワークの安全性を保ったまま、学生や教員がイ
ントラネットを利用するためには、高価なVPN
（Virtual Private Network：仮想プライベート
ネットワーク）システムを構築して、ポータルサ
イト（イントラネットの玄関口）で認証する必要
があった。しかしVPNでは高い安全性が保てる
代償として、利用者数に応じた経費が必要である。
一方、外部サーバーは、多少の危険は伴うが、イ
ントラネットの安全性を保ったまま、比較的機密
性の低い情報、例えば、授業資料や学内のお知ら
せ、教員や学生の発表資料、レポートなど、適宜
選択して利用することができる。また、アンケー
ト調査などに個人情報を含む場合には、パスワー
ドを設定する方法も可能である。企業と違い、教
育の主要な情報は「秘密」であることの方が少な
いはずだからである。
　最近、もっとも簡便にサーバーを提供してい
るのは、マイクロソフト社やAdobe社である。マ
イクロソフトのWindows Live SkyDrivedeでは、
25Gの無料ストレージの他、ウェブブラウザーだ
けでも動く無料版MSオフィスが提供される。マ
イクロソフトのウェブブラウザーであるInternet 
Explorerはもちろん、FirefoxやOperaなどの他
社ブラウザーでも動作する。また、ウィンドウズ・
パソコンだけではなく、MacやLinuxなどの別の
OSの上でも使用が可能である。
　アドビの提供するサービスはAcrobat.comを
介する、「Share」、ファイル管理ツール「My 
Files」、PDF変換機能「Create PDF」、Flashワー
プロ「Adobe Buzzword」、Web会議/コラボレー
ションツール「Adobe ConnectNow」である。
　ゼミ活動などの教育場面での協同作業として、
次の５つのサービスが利用可能であろう。
①ドキュメントの共有レビュー
　無償のAcrobat Reader ９があれば参加できる
ので、イントラネットの外からでも参加できるレ
ビューを開始し、Acrobat.comを介して学生が討
論に参加することができる。
②フォームの配布とフォームデータの収集
　Acrobat Xと９は、フォームを作成する機能
が搭載されているので、Acrobat.comを介して、
Acrobat Reader ９からでもフォームを配布して
返答を収集できるだけではなく、返答状況を確認
したり、結果をCSV形式で保存することができ
る。
③同じレベルの情報を同時に共有することができ
る
　Acrobat XまたはAcrobat ９とAcrobat.comの
サービスを利用して、受信者側のページ表示を
コントロールし、受信者にリアルタイムでPDF
ファイルの説明をすることができる。Acrobat 
Reader ９のユーザーでもファイルを見ることが
でき、ページ表示を同期させれば関係者と同時に
ドキュメント内を移動できるので、協同作業をス
ムーズに進めることができる。
④Adobe SendNowで大容量のファイルを送信で
きる
　Acrobat XまたはReader Xの共有パネルウィ
ンドウから、Acrobat.comのサービスを介して、
Adobe SendNowを利用すると、大容量のファイ
ルを送信することができる。誰が何時ファイルを
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ダウンロードしたかを、通知メールとオンライン
ダッシュボードで確認できる。
⑤Acrobat Reader Xを使用してオンラインで
PDFファイルを作成
　無償のAcrobat Reader Xの共有パネルウィン
ドウからPDFに変換したいファイルを選択して、
Acrobat.comのサービスを介しファイルをPDFに
変換。変換済みのファイルはすべて個人のオン
ラインアカウントに保存されるので、Webブラウ
ザー経由でどこからでもアクセスすることができ
る。
結び
　大学におけるICT環境の充実は足踏みしている
ように思える。個人レベルでのICT活用技術は一
定の成果を収めたが、教育組織全体のICT活用技
術は、ファカリティデベロップメント（FD）同様、
全体の足並みが停滞しているのである。その最大
の原因は、体系的なカリキュラムを編成した後の
フォローアップ、すなわち大学あるいは学部レベ
ルでの教育目標の実現を検証しないまま個々の授
業科目が運営されているからとも言える。ICTの
ような授業間に横たわる教育環境の整備は、学部
カリキュラムの目標検証の中で実現させることが
できる。本稿では、イントラネットと外部ファイ
ルサーバーを使い分けるという管理が容易な方法
で、ICT環境をより豊富にすることを提案した。
今後、さまざまな工夫をしながらICT環境を整備
し、学生が、生涯学び続けるためにICTのスキル
とコンピテンシーを獲得できるような環境を作る
ことが必要であることを明記したい。
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